


















































































































































設:6Encyclopedia of Literary Criti白 andCriticism (Salem Pressγ1999)参照。英訳版Timeand 
Free Will: Essay on the Immediate Data of Cof1sciounessは1"910年に刊行されており、激石蔵書
の中にもみられる。
-50-
れていくことを意味する。一歩一歩が、別の一歩を求め、別の一歩を可能にしていく世界である。
第3部 f語り手の場所Jにおいては、 『明暗』の特殊な構造を可能にしているものとしτの「語り
手の場所」を論じる。それは、二極対立のこ元論的客観知に対する語教石の執劫な懐疑のまなさ'しから
くる「間いJの発せられる場所であり、またその「関いJの深まりが「自覚Jの深まりとなっていく
，場所を意味する。そLて一方方向の客観知に対して、撤石が見い出した「知Jの世界は、他において
自己をみ、自己において他をみるという内へ内へと向かう「知Jの世界であった。それが『明暗』の
語り手を、登場人物に対する裁き手のまなざしから解放せしめるものとなっており、またそれが他の
作品にはみられない『明暗』の新しさと狙特な趣きを可能にしている。一歩一歩が、別の一歩を求
め、別の一歩を可能にしていく最も原初的なかたが『明暗』の語り手の立つ場所にある。
2 方法
表現的世界が、それ自体で存在する静的なモノでないことはすで立述べたが、われわれが目指すテ
クスト解釈的方法は、したがって、閉じられたテクストの構造のみを重んずる傾向にあるロシア・フ
オルマリズム、ニュー・クリティシズム、あるいはロラン・バルトに代表されるナラティヴ論にみら
れる構造主義的立場に甘んずるものではない6 また、テクスト了解を作者の心的世界の了解と捉える
ディルタイに代表されるような心理主義的、ロマン主義的立場ともー隷を画す。また近年‘とくに多
く見られる、主観的で部分的な興味本位に傾きがちな読者論的立場ともその立場を異にす否。われわ
れが目指す解釈理論は、どとまでもテクストに即しながら、しかもそのテクスト世界が志向する世界
に応答するという立場である。かぐして、本論考は、ポール・リクールの解釈学的理論に依るととろ
が大きい。リクールは、 "sens"(意味、方向)と町reference"(指示、志向)とを区別する。前者は
文のうちに顕われた内的な関係性(構造)であり反復可能なものである。一方、後者はテクストが志
向する世界という外的な関係性(出来事)を意味する。との両者の徴妙な緊張関係にうちにテクスト
はおかれている。反復可能な構造と一回限りの不合理な出来事の両面を捉えるために、リクールはリ
ズムやスタイルというものに重きを置く。そしてとれが意味するととろは、作品理解は、決jして部分
部分に還元できるものではなく、全体のうちに刻み付けられているそのスタイルのうちに捉えられな
ければならない。そのとき、はじめて部分にしかるべき意味が与えられるということでもある。現在
のかかわりから時簡を聞いていこうとする、人間の形成的表現世界に特徴的なことがらとしての言語
芸術に不可欠な解釈理論である。それはすでに存在しているものを単に表象(represel1tation)するも
のではない。志向される世界とは未だ来っていない世界である。ここに作品解釈における数々の問題
も生起するのである。いうまでもなく、テクストカさ志向する世界を観ていく限り、われわれにとって
?
? ?
? ?
